褥瘡対策委員会　議事録

開催日　　平成　24年　7月　4日　（　水　）　　　　　　　　　　　開催回数　第3回

時　間　　15：30～16：00

場　所　　病院2階会議室

記録者　　沼山　里美
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＜褥瘡報告＞

東病棟

褥瘡発生者：大下彌三郎様　仙骨部に褥瘡あり。

　　　　　　処置：洗浄後、ゲーベンクリーム塗布・ガーゼ保護

褥瘡発生リスクの高い方：松浦るみ子様　背部に湿疹あり、保清しエルタシン軟膏塗布。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流動食MA‐8プラス摂取しているが、腎機能悪くな

ければCZ‐HIに変更検討する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体交しているが、自力での体動あり患部が下になって

しまいリスク高い。

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　木村春雄様　　背部に湿疹あり。発熱なければ入浴施行し保清に





　　　努めている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経管栄養摂取率100％(CZ‐HI)　

南病棟

＜再入院＞　佐々木貞吉様　　寝たきりの状態で再入院されている。現在経管栄養行っているため、発生リスク高い。

褥瘡発生者：大久保清五様　　褥瘡発生あるが、死亡退院となる。　

北山和子様　　　変わりなし。ゲーベン・アズノールMIXラップ保護。




　　　　経管栄養摂取率100％（PRONA）　体交実施。

　　　　　　　　板垣富蔵様　　　踵部→アズノールラップ保護。

　　　　　　　　　　　　　　　仙骨部→ゲーベンクリーム塗布・ラップ保護。

　　　　　　　　　　　　　　　経管栄養摂取率100％(E7Ⅱ)　　体交実施。軽減傾向。

褥瘡発生リスクの高い方

＜高度＞

北山和子様・上舘ユキ様・島脇てる様・板垣富蔵様

谷内愛子様・永洞恭子様・岩館賢一郎様・佐々木貞吉様

　＜中等度＞

　中村清枝様

　＜軽度＞

　中野英男様・玉井クニ子様

　西病棟

　なし

　北病棟

　なし


南山苑

2階　＜継続＞　吉田ルエ様　　仙骨部→処置：洗浄後、水分を出しイソジン＋コメガーゼ。

　　　　　　　　　　　　　　　食事：粥ミキサートロミ付き。毎食メイバランスミニ1本。

　　　　　　　　　　　　　　　50～80％摂取。発熱時には必要時点滴管理している。
山道君子様　　仙骨部→処置：ソフラチュ－ル＋イソジンシュガーガーゼ保護。

　　　　　　　　　　　　　　　食事：経管栄養摂取率100％（E7Ⅱ）

＜高リスク＞　　軽米フミ様　　臀部→処置：アズノール＋ラップ保護。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　食事：粥・キザミ食・タンパク強化ゼリー。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　80～100％摂取。

百目木伸一郎様　　左臀部→処置：ソフラチュ－ルガーゼ＋アズノールガーゼ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　経管栄養摂取率100％（CZ-HI）

小山正好様　　仙骨部→処置：ゲーベンクリーム塗布。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　食事：粥・キザミトロミ付き・メイバランス。100％摂取。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　食事：経管栄養摂取率100％（E7Ⅱ）

　　　　　　　　　　佐藤ひさし様　　肛門部に発赤あり、エキサルベ塗布。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　経管栄養摂取率100％（CZ-HI）　

　　　　

【勉強会】

　褥瘡と栄養についての勉強会を櫻田副委員長より実施。

【連絡事項】

　各病棟の褥瘡マニュアルの所在確認と見直しを行うこと。

次回8月　１日（水）開催。

　　

